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九
月
十
一
日
（
日
）
特
養
尚
和
園
に
入
所
さ

れ
て
い
る
宗
宮
き
し
ゑ
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
九
月
十
二
日（
月
）

北
新
町
の
今
村
辰
夫
さ
ん
が
、
九
月
二
十
日

（
火
）
に
は
小
津
の
鍋
田
や
へ
さ
ん
が
九
十
五

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
村
さ
ん
は
目
も
耳
も
よ
く
、
医
者
に
か

か
る
こ
と
も
な
い
ほ
ど
大
変
お
元
気
で
す
。

毎
日
何
か
や
っ
て
い
な
い
と
退
屈
だ
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
、
畑
作
業
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
。
ま
た
教
育
問
題
な
ど
に
大
変
関
心

が
あ
り
、
中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て
な
ど
訪

れ
た
井
川
助
役
に
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

宗
宮
さ
ん
、
今
村
さ
ん
、
鍋
田
さ
ん
に
は

そ
れ
ぞ
れ
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
、
お
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
の
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
九
月
二
十
四
日

（
土
）
に
春
日
振
興
事
務
所
に
お
い
て
、
三
十

日
（
金
）
に
は
坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー
で
法
令

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

法
令
講
習
会
で
は
、
揖
斐
警
察
署
よ
り
郡

内
の
事
故
状
況
や
交
通
安
全
に
つ
い
て
な
ど

に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
改
め
て
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
を
見
直
し
、
交
通
安
全
へ
の
意
識
を
高
め

ま
し
た
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
外
に
も
各

地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
年
間
を
通
じ
法
令
講
習
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
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九
月
二
十
二
日
（
木
）、「
行
政
改
革
推
進

委
員
会
」
を
発
足
し
、
役
場
に
お
い
て
委
員

の
委
嘱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
自
治
会
や
各
種
団
体
の
代
表
者

な
ど
の
十
二
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、
町
政
の
効

率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
改
革
に
つ
い
て

の
意
見
や
提
言
を
行
い
、「
行
政
改
革
大
綱
」

な
ど
の
案
を
審
議
し
ま
す
。

　

町
で
は
行
政
改
革
に
向
け
、
今
年
五
月

に
宗
宮
町
長
を
本
部
長
と
す
る
行
政
改
革

本
部
を
、
八
月
に
行
政
改
革
推
進
室
を
設

置
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

九
月
四
日
（
日
）、
桂
地
区
が
「
豊
か
な

む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
」
の
優
良
事
例

の
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
農
林
漁
業
の
振
興
を
核
と

し
、
生
活
文
化
な
ど
を
含
む
幅
広
い
地
域
活

動
を
展
開
す
る
総
合
的
な
む
ら
づ
く
り
を

対
象
と
す
る
も
の
で
、
桂
地
区
は
、
茶
加
工

場
の
統
一
、
法
人
化
、
後
継
者
や
女
性
・
高

齢
者
の
育
成
お
よ
び
活
動
の
充
実
、
桂
古
代

踊
り
の
伝
承
、
茶
摘
み
体
験
に
よ
る
小
中
学

生
と
の
交
流
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

今
後
も
揖
斐
川
町
の
農
業
の
担
い
手
と

し
て
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

事故のない安全な町に 今村さんおめでとうございます

坂内地区の様子

春日地区の様子


